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はじめに 

 

このたびは、擁壁の設計プログラム『擁壁』をお買い上げいただきありがとうございます。 

『擁壁』は重力式、もたれ式、逆 T 形、L 形、逆 L 形擁壁の設計を行なうプログラムで、本書は  

『擁壁』の使用方法について説明したものです。 

 

 

 

注 意 

1. 本書の内容の一部あるいは全部の無断転載をおよび複写を禁じています。 

2. 本書内容は予告なく変更することがありますが、予めご了承ください。 

3. 本書内容につきましては万全を期しておりますが、万が一お気づきの点、不明な点等がござい

ましたら弊社までお問合せください。 

4. 本プログラムの運用に際しては、表現されている内容の技術的な前提条件を十分ご理解した上

でご活用ください。 

5. 建築基準法、同施行令の改正または各地域による行政庁の指導等の違いによりプログラムの一

部または全部に機能不備等が発生しても、弊社は一切の責任を負いかねますので予めご了承

ください。 

6. 本プログラムを使用することによって生ずる全ての利益または損失について、弊社は一切の責

任を負いかねますので予めご了承ください。 

7. 『擁壁』として提供される記録媒体に記録されているプログラムやファイル等、および本説明書

や他の全ての書類の著作権は、全て弊社に帰属します。貴殿は弊社から許諾を受けた使用権

に基づき、本プログラムを指定装置においてのみ使用できます。 

 

 

プログラム企画・開発 

 C 株式会社エー・エス・ディー 
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第１章 

プログラム概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここでは、『擁壁』の機能等の概要について説明しています。 

 
 

● この章の内容 
１.１ 計算できる擁壁形態（種類）は？ 

１.２ 使用できる単位は？ 

１.３ データ入力は？ 

１.４ 計算結果の確認は？ 
１.５ 入力されたデータの保存は？ 
１.６ 使用環境は？ 
１.７ 商品構成は？ 
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１．１ 計算できる擁壁形態（種類）は？ 
 

『擁壁』は重力式擁壁、もたれ式擁壁、逆 T 形擁壁、L 形擁壁、逆 L 形擁壁の５種類の擁壁の設

計ができます。 

 

（１） 重力式擁壁 

 

■ 重力式擁壁は、自重によって背面土を支える擁壁で、基本的には

右図のような形式のものです。 

■ 本プログラムでは、この形式のものは比較的低い擁壁にしか採用

されないものとし、長期の計算しかしていません。 

 

（２） もたれ式擁壁 

 

■ もたれ式擁壁は、自重式擁壁に加えて、自重の一部も背面土

を支える力にした擁壁で、基本的には右図のような形式のも

のです。 

■ 本プログラムでは、この形式のものは比較的低い擁壁にしか

採用されないものとし、長期の計算しかしていません。 

 

（３） 逆T 形擁壁 

 

■ 逆 T 形擁壁は、基本的には右図のような形式のもので、その安定

性から広く使われているものです。 

■ 擁壁では、この形式のものは長期、地震時の検討をしています。 

■ また、この逆 T 形擁壁計算では入力方法によって、色々な形のバ

リエーションも利用できます。 

 

（４） L 形擁壁、逆L 形擁壁 

 

■ 逆 T 形擁壁のバリエーションの中には一般に L 形擁壁，逆 L 形擁壁といわれている形式

の擁壁も網羅されています。 

■ ただし、逆L 形の場合、下図の○印の部分を 0 にすることはできません。 

 

L 形擁壁 逆L 形擁壁

この部分を 0 にすることはできない 
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１．２ 使用できる単位は？ 

 

■ 使用できる単位は、旧来の「ｋｇ，ｔ単位」と「SI 単位」の 2 種類が使用できます。 

■ 「ｋｇ，ｔ単位」で入力されているデータも、単位切り替えをすれば、自動的に「SI 単位」に変

換されます。またその逆もできます。 

 

 

１．３ データ入力は？ 

 

■ 設計に必要なデータは、グラフィカルな画面で簡単に入力することができます。 

■ 詳細は「第３章 データの入力」に、擁壁の種類ごとの説明がありますので、そちらを参照

してください。 

 

 

１．４ 計算結果の確認は？ 

 

■ 計算結果は、印刷する前にプレビュー画面で確認することができますので、安心です。 

■ 詳細は「第４章 メニューボタン 計算・表示」で説明していますので、そちらを参照してく

ださい。 

 

 

１．５ 入力されたデータの保存は？ 

 

■ 入力したデータは、保存することができますので安心です。 

■ 保存先は、ディフォルトの「保存データ」ホルダ以外にも、自分で自由に設定できます。 

■ 保存先ホルダは LAN 環境が構築されていれば、プログラムがインストールされているドラ

イブや、同じコンピュータ内ということに制限を受けず、LAN で接続された他のコンピュー

タにデータを保存することもできます。 

■ 詳細は「第８章 メニューボタン 保存」で説明していますので、そちらを参照してくださ

い。 

 

 

１．６ 使用環境は？ 

 

■ OS ： Windows 95（B）/98/98SE/2000（Pro.）/Me/XP （2002 年4 月現在） 

■ メモリ ： OS が必要とするメモリ量以上 

■ ハードディスク ： OS が安定して動作するために必要とする容量以外で 30Mbyte 以上の空

きエリア 

■ ディスプレイ ： 800×600 ピクセル以上の表示 

■ プリンタ ： A4 サイズの印刷が可能なレーザプリンタ（またはインクジェットプリンタ） 
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１．７  商品構成は？ 

 

■ 擁壁 ver1.01 CD-R インストーラ 1 枚 

■ 擁壁インストール補助ディスク（FD） 1 枚 

■ 擁壁インストール説明書 1 冊 

■ 擁壁使用説明書 １冊（本書） 

■ 擁壁サンプルデータ 3 種類（組み込み済み） 
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第２章 

プログラムの起動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここでは、『擁壁』の起動方法について説明しています。 

 

 

● この章の内容 

２.１ プログラムの起動 
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２．１ プログラムの起動 

 

 

ディスクトップにある「擁壁」アイコンまたは <スタート> → <プ

ログラム> → <ASD> の中にある「擁壁」アイコンをダブルクリッ

クすることで『擁壁』をスタートさせます。 

 

 

 

 
ディスクトップの『擁壁』スタートアイコン 

 

 

 

 

■ 『擁壁』がスタートすると、まず最初に『擁壁』のライセンス画面が表示されます。 

 

■ この画面のまま、何もしないでおくと、およそ５秒で次の「設計値の入力」画面になります。 

 

■ 急ぐ時は擁壁の絵の大きなボタンをクリックすると、すぐに次の「設計値の入力」画面になりま

す。 

 

急ぐ時はこのボタンをクリックすると、すぐ

に次の「設計値の入力」画面になる 
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第３章 

データの入力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

ここでは、『擁壁』で設計できる重力式擁壁、もたれ式擁壁、

逆 T 形擁壁、L 形擁壁、逆 L 形擁壁のデータ入力について

説明しています。 

 

 

● この章の内容 

３.１ 設計値入力画面 

３.２ 表紙・単位タブでの入力 

３.３ 擁壁の種類・形状タブでの入力 

３.４ 設計条件タブ 

３.５ 材料条件タブ 
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３．１ 設計値入力画面 

 

『擁壁』の操作の全ては、この「設計値入力」画面で行ないます。 

この画面にある操作ボタンの内、上段の<新規作成>，<開く>，<保存>，<印刷>，<計算・表示>の

それぞれのボタンについては「第５章 メニューボタン 印刷」、「第６章 メニューボタン 新規作

成」、「第７章 メニューボタン 開く」、「第８章 メニューボタン 保存」を参照してください。 

この章では、工事名や、擁壁の設計に必要なデータの入力について説明します。 

 

操作ボタンについては「第5 章…」～「第8 章…」を参照 

詳細はそれぞれのタブ別の説明を参照 

設計値の入力は、その内容によって、ここにある４種類のタブを切り替えて行なう。 

「設計値入力画面」タイトル 
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３．２ 表紙・単位タブでの入力 

 

 

 

 

最初、「設計値入力」画面が表示された時は【表紙・単位】タブが表示されています。 

この画面では、重力式や、もたれ式といった擁壁の種類に拘らず、共通の入力項目について入

力します。 

 

 

ここにチェックが入っていれば

「事務所名」は表紙に印刷される 

「工事名」はデータ保存時に、データファイル名の初期値として使用される 

工事名、事務所名の入力。 

入力された工事名は、ここに表示される 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[工事名] 計算書の表紙に必ず印刷される項目であると同時に、データを保存する時のデータ

名の初期値として使用されますので、必ず入力してください。 

 

[事務所名] ここに何か入力されていて、しかも後ろの<表紙に印刷する>にチェックが入っていれ

ば、入力されている内容は表紙に「事務所名」として印刷されます。 

ここに何かが入力されていても、後ろの<表紙に印刷する>にチェックが入っていなけ

れば、事務所名は表紙に印刷されません。 

もちろん、ここに何も入力されていなければ、表紙に事務所名は印刷されません。 
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[日付] 表紙に印刷される日付を指定します。 

指定方法はカレンダー上で、その日付をマウスでクリックするだけで入力できます。 

入力された日付は、後ろの<表紙に印刷する>にチェックが入っていれば、表紙に「日

付」として印刷されます。 

<表紙に印刷する>にチェックが入っていなければ、日付は表紙に印刷されません。 

 

ここにチェックが入っていれば「日付」は表紙

に印刷される 

入力したい日付をカレンダー上でクリックすると、

その日付が入力される 

ここをクリックすると、カレンダーが表示される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[単位系] ここでは使用する単位を CGS 単位とするか、SI 単位とするかを指定します。 

ここで使用する単位が変更されると、既に入力されている値は自動変換されます。 

ただし過載荷重の変換は、係数に 9.80665 を使用していて、変換値の小数点以下２

桁目を四捨五入していますので、端数において誤差が出ることもありますので注意し

てください。 

（CGS 単位は物理量をｃｍ，グラム，秒で表す単位系で、本書では、SI 単位と区別す

る表現として、旧来のｋｇ，ｔの重量表示方式を CGS 単位という言葉で表現する。） 

 

ここで単位系を変更すると、既に入力されているデータは、自動的に単位変換される 

単位系は、ボタンで選択する。 

凹んでいる方が選択されている。 
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３．３ 擁壁の種類・形状タブでの入力 

 

 

 

 

 

3.3.1 「擁壁の種類・形状タブ」での機能および操作ボタン 

 

 
ここにチェックを入れておくと、寸法を変更するとリアルタイムで入力

補助図が自動的に描きなおされる 

ここでは、用紙サイズ（左図の白い部

分）はそのままで、表示する内容を大き

くしたり、小さくしたりすることができる 

（つまり、縮尺率を変えるのと同等） 

<標準図>ボタンをクリックすると、現在

入力されている寸法を、その擁壁種類

の標準寸法とすることができる 

その場合、<再描画>ボタンは無効にな

る 

ここでは、表示する入力補助図（左図の

白い部分）を大きくしたり、小さくしたり

することができる。この場合、用紙サイ

ズと、中に描かれている図の比率は変

わらない 

入力補助図。擁壁の種類によって

その種類の形状図が表示される 
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<終了>ボタンをクリックすると『擁

壁』を終了する 

ここにチェックを外すと、寸法を変更しても入力補助図はリアルタイム

で描きなおされない 
その場合、<再描画>ボタンは有効になり、このボタンをク

リックすることで入力補助図を描きなおすようになる（自動

描き替えは行なわれない） 

<×>をクリックすると<終了>ボタンをクリックしたのと同じ

動作となり、『擁壁』を終了する 
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3.3.2 「擁壁の種類・形状タブ」でのデータ入力 

 

■ ここでは「擁壁の種類」を選択し、図を見ながら必要な寸法または重量等を入力してくださ

い。 

■ 入力が必要な項目は、バックの色が薄いグリーンになっている項目です。 

 

（１） 重力式擁壁の入力 

 

 

擁壁の種類を選択する 薄いグリーン色の部分は擁壁の形式によって変わる 

ここの薄いグリーン色の入力項目に必要な値を入力する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 重力式擁壁の入力制限は、 

 

① T1＞0、 T2＞0、 T3>0 

② H>0 

③ ｑ１≧0 

④ β： 他のデータとの関係で決まるので、内部で自動判定し、入力値が NG の場合

は警告文を表示します。と、同時に許容範囲も表示されます。 

 

とします。 
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（２） もたれ式擁壁の入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ もたれ式擁壁の入力制限は、 

 

① L1＞0、 T1＞0、 T2>0 

② D1>0、 H>D1 

③ B＞L1+T2 

④ ｑ１≧0 

⑤ β： 他のデータとの関係で決まるので、内部で自動判定し、入力値が NG の場合

は警告文を表示します。と、同時に許容範囲も表示されます。 

 

とします。 
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（３） 逆T 形擁壁の入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 逆T 形擁壁の入力制限は、 

 

① T1＞0、 T2>0 

② L1≧0、 L2＞0、 L3＞0 

③ L2≧T2 

④ D2＞0、 D4＞0、 

⑤ D1＞D2、 D1＞D4 

⑥ D0≧0 

⑦ H＞D0 

⑧ ｑ１≧0、 ｑ2≧0 

⑨ β： 他のデータとの関係で決まるので、内部で自動判定し、入力値が NG の場合

は警告文を表示します。と、同時に許容範囲も表示されます。 

 

とします。 
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（４） L 形擁壁の入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ L 形擁壁の入力制限は、 

 

① T1＞0、 T2>0 

② L1＝0、 L2＞0、 L3＞0 

③ L2≧T2 

④ D2＞0、 D4＞0、 

⑤ D1＝D2、 D1＞D4 

⑥ D0≧0 

⑦ H＞D0 

⑧ ｑ１≧0、 ｑ2＝0 

⑨ β： 他のデータとの関係で決まるので、内部で自動判定し、入力値が NG の場合

は警告文を表示します。と、同時に許容範囲も表示されます。 

 

とします。（注：網掛けの部分が逆T 形擁壁の入力と違っています） 
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（５） 逆L 形擁壁の入力 

 

L3 を小さくする。ただし、L3 を 0 にすることはできない（L3＞0） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 逆L 形擁壁の入力制限は、 

 

① T1＞0、 T2>0 

② L1≧0、 L2＞0、 入力補助図のように、L3を小さくする。ただしL3＞0 

③ L2≧T2 

④ D2＞0、 D4＞0、 

⑤ D1＝D2、 D1＞D4 

⑥ D0≧0 

⑦ H＞D0 

⑧ ｑ１≧0、 ｑ2≧0 

⑨ β： 他のデータとの関係で決まるので、内部で自動判定し、入力値が NG の場合

は警告文を表示します。と、同時に許容範囲も表示されます。 

 

とします。（注：網掛けの部分が逆T 形擁壁の入力と違っています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 20



３．４ 設計条件タブ 

 

 

 

 

設計条件タブ画面での入力は、「重力式擁壁」・「もたれ式擁壁」での入力項目と、「逆 T 形擁

壁」・「L 形擁壁」・「逆L 形擁壁」での入力項目は、 

（１） 設計水平震度の入力の有無 

（２） 擁壁の安定に関する地震時の設定値の有無 

の 2 点において違います。ここではその点に留意して入力をしてください。 
 

「擁壁の安定」に関する入力で

は地震時の入力項目が有効／

無効の違い 

「設計水平震度」の入力項目が

有効／無効の違い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なお、以下の説明では簡略化のため、 
「重力式擁壁」および「もたれ式擁壁」を代表して→「重力式擁壁」 

と呼び、 

「逆T 形擁壁」、「L 形擁壁」および「逆L 形擁壁」を代表して→「逆T 形擁壁」 

と呼んでいますので注意してください。 

 

 

3.4.1 [設計水平震度]の入力 

 

（１） 「重力式擁壁」では長期荷重時の設計しか行なって

いません。従って、設計水平震度の入力は必要な

いので入力できないようになっています。 

 

 

（２） 「逆T形擁壁」では常時と短期荷重時

 

の設計を行な

 

っていますので、「設計水平震度」は必要で、入力

するようになっています。 
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ここで入力する設計水平震度 ｋｈ

全形式で共通な入力項目 

 は、 

 

*1 または適切と思われる値を入力してください。 

表現です） 

 

3.4.2 「裏込土・土質定数」の入力 

 

ここでは裏込土および土質定数を入

力

壁の種類に関係なく、「重力

式

 

1. 地域別補正係数 

2. 地盤別補正係数 

3. 重要度別補正係数

4. 標準設計水平震度 

を掛けて得られた震度係数

（*1：ここでの 1～４の係数表現は「道路橋示方書・同解説V 耐震設計編」での

 

します。 

入力は擁

擁壁」、「逆T 形擁壁」とも同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

（１） [裏込土の種類] 

 

裏込土の種類をプルダウンメニュー

 

 
で選択する 

裏込土の種類をプルダウンメニュー

 

 

 

 

 

 

 

 

 
で選択すると、<粘着力>、

 

 
<滑り摩擦係数>、<単位重量>、<内部摩擦角>の値は、一旦、自

動的に基準値が設定される。 

また、直接入力することもできる
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■ 裏込土の種類をプルダウンメニューで選択してください。 

[砂質土]、[シルト・粘土]、[そ

と、[粘着力]、[滑り摩擦係数]、[単位重量]、[内

を入力することもできますので、自動設定値以外の値を使用する場合

 

裏込土による自動設定値一覧表 

■ プルダウンメニューには裏込土の種類として、[れき質土]、

の他]の 4 種類が組み込まれています。 

■ これら 4 種類の中から裏込土を選択する

部摩擦角]のそれぞれの基準値が自動的にセットされます。（「裏込土による自動設定値

一覧表」参照） 

■ また、これらに値

は、それぞれの値を入力してください。 

自動設定される項目 選択される「裏込土」の種類 

入力項目 記号 単位 れき質土 砂質土 シルト・粘土 その他 

粘着力 C ｋN/ ２) ｍ２ (t/ｍ 49 (5.0) 49 (5.0) 49 (5.0) 49 (5.0) 

滑り摩擦係数 ｔan φB 度 0.6 0.6 0.5 0.7 

単位重量 γ ｋN/ｍ２(t/ｍ２) 2 ) 1 ) 18 ) 20 ) 0 (2.0 9 (1.9  (1.8  (2.0

内部摩擦角 φ 度 35 30 25 0 

注：( CGS 単位の場 単位また とします。

 

（２） [粘着力]、[滑り摩擦係数]、[単位重量]、[内部摩擦角] 

■ [粘着力]、[滑り摩擦係数]、[単位重量]、[内部摩擦角]は、前述のように[裏込土]を選択す

て入力してください。 

)内は 合の は値  

 

 

裏込土の種類をプルダウンメニュ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ーで選択すると、[粘着力]、

 
[滑り摩擦係数]、[単位重量]、[内部摩擦角]の値は、一旦、自動

的に基準値が設定されるが、必要に応じて直接入力することも

できる 

 

 

 

 

ることで標準値は自動的に設定されるようになっています。 

■ しかし、それ以外の値を使用する場合は、各自の資料によっ
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3.4.3 「擁壁の安定」の入力 

 

「擁壁の安定」では、[地盤の許容支持力]と[滑動に対する安全率]の2項目について、[常時]と

[地震時]についての値を入力します。 

 

(1) 「重力式擁壁」では常時荷重時

「重力式」では地震時の値は入力しなくてもよい 

の設計しか行

 

(2) 「逆T形擁壁」では常時と短期荷重時

なっていません。従ってそれぞれの入力項

目の[地震時]の値を入力する必要はないの

で入力できないようになっています。 

 

 

の設計

 

■ 滑動に対する安定は、作用力である土圧の水平力に対し、抵抗力である底版下面と基礎地

ては 1.2 以上と規定されています。 

を行なっていますので、[地盤の許容支持力]

と[滑動に対する安全率]の 2 項目について、

[地震時]の値が必要なので入力するようにな

っています。 「逆T 形」では地震時の値を入力する 

盤の間の摩擦力の大きさによって決まります。 

■ 安全率は通常、常時は 1.5 以上、地震時に対し
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３．５ 材料条件タブ 

 

設計条件タブ画面での入力は、「重力式擁壁」・「もたれ式擁壁」での入力項目と、「逆 T 形擁

壁

 

 

 

」・「L 形擁壁」・「逆L 形擁壁」での入力項目の違いは、 

（１） 「鉄筋」に関する入力の有無 

の 1 点において違います。ここではその点に留意して入力をしてください。 
 

なお、以下の説明では簡略化のため、 

 

「重力式擁壁」および「もたれ式擁壁」を代表して→「重力式擁壁」 

と呼

形擁壁」、「L 形擁壁」および「逆L 形擁壁」を代表して→「逆T 形擁壁」

と呼

び、 

「逆T

んでいますので注意してください。 

 

「

 

 
重力式」では

入力項目はな

鉄筋に関する

い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「逆 T 形」では、各設計断面位置、

A-A, B-B, C-C, D-D の鉄筋デー

 
タ 

を入力する  
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3.5.1 「鉄筋」の入力 

 

「鉄筋」の入力枠内では、 

ヤング係数を入力します。 

-D における使用鉄筋サイズおよび鉄筋

配筋データは１種類のサイズの鉄筋（配筋）データのみではなく、2

（１） 鉄筋の種類、強度、

（２） 断面設計を行なう断面位置 A-A、B-B、C-C、D

間隔を入力します。 

（３） 各断面位置における

種類のサイズの鉄筋（配筋）による交互配筋データも入力できます。 

（４） 配筋、および壁体中間位置（A-A）の設定位置 ｈ を入力します。 

を入力します。 

 

 

 

 

 

「鉄筋」の入力枠 鉄筋種類の選択 鉄筋強度の選択 鉄筋のヤング係数の入力 

断面A-A の位置を規定するｈを入力する 

A-A 位置での

断面設計をす

る場合はここに

チェックを入れ

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
壁体用もしくは底版用のかぶり厚さ ｄ壁体用もしくは底版用の鉄筋の長期 ｔ 

許容応力度の入力 の入力  

 

 
壁体の設計位置 A-A，

B-B における鉄筋（配筋）

のデータを入力する 

 

 

 

 
底版の設計位置 C-C，

D-D における鉄筋（配筋）

のデータを入力する 

 

 

 

 

 

 断面位置およびｈについては、この「断面

 位置ガイド図」を参照 

 

 26



■ 鉄筋の入力は、A-A～D-D の各断面ごとに「配筋１」と「配筋２」の２段で入力するようにな

鉄筋配筋の場合は、上段の「配筋１」で指定します（なお、「配筋１」では無

■ より経済的な目的等による配筋のため、２種類のサイズの鉄筋を交互に配置する場合は、

 

■ この配筋入力例では下図のよう

 

っています。 

■ 通常、１種類の

効の入力はできません）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「配筋１」と「配筋2」で指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な配筋状態を表しています。 

■ このような場合、「D25/D19

＠150 交互」といった表現を

されていたと思いますが、

『擁壁』での入力では、それ

ぞれの鉄筋ごとの配筋間隔

（本例では＠300）で入力し

てください。 

 

 

「配筋2」は無効にしておく。 

通常の配筋では、このように「配筋1」にのみ入力をし、「配筋2」は無効にしておく。

この例では、D25＠200 の配筋指定となっている 

（「配筋1」では、このように無効の指定はできない） 

交互配筋では、このように「配筋1」に、その鉄筋の配置間隔を入力する。

この例では、D25＠300 の配筋指定となっている 

交互配筋では、「配筋2」に、その鉄筋の配置間隔を入力する 

この例では、D19＠300 の配筋指定となっている 

D25 D25 D25 D19 D19 D19 

300 300 

300 300
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3.5.2 「コンクリート」の入力 

 

「コンクリート」の入力枠内での入力は以下の通りです。 

 

（１） 鉄筋の種類、強度、ヤング係数を入力します。 

（２） 「設計基準強度」を入力すると、「許容圧縮応力度」、「許容曲げ引張応力度」、「許容せん

 

（３） 「許容曲げ引張応力度」は重量式擁壁、または、もたれ式擁壁で使用されます。 

 

断応力度」は自動的に計算されますが、それ以外の値を使用する場合は、直接その値

を入力してください。 

 

 
 

「コンクリート」の入力枠 
許容圧縮応力度 

設計基準強度（=Fc）

許容せん断応力度 

許容曲げ引張応力度 

単位重量 ヤング係数 
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■ 設計基準強度による許容圧縮応力度、許容曲げ引張応力度、許容せん断応力度の各値（長

 CGS 単位（ｋｇ/ｃｍ2） SI 単位（N/ｍｍ2） 

許容圧縮応力度 

期）は下式から得ます。 

 

 

設計基準強度 σ （= Fc） ← ck

Fc
3
1

cac =σ  Fc
3
1

cac =σ  

Fc
30
1

cat =σ  Fc
30
1

cat =σ  許容曲げ引張応力度 

かつ ⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ + Fc

100
15Fc

30
1

a =τ許容せん断応力度 以下 

  かつ ⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ + Fc

100
15.0Fc

30
1

a =τ 以下 

 

■ 短期は以下の値とします。 

許容圧縮応力度、許容曲げ引張応力度 短期＝長期×2.0 

 

 

許容せん断応力度 短期＝長期×1.5 
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第４章

メニューボタン 計算・表示 
 

ここでは、計算の実行と、計算結果の表示について説明

 

● この章の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

しています。 

 

４.１ 計算・表示
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４．１ 計算・表示 

 

 

 

 

 

 

第３章での説明に従ってデータが入力されましたら、次は計算処理と結果の表示です。 

 

4.1.1 計算 

 

<計算・表示>ボタンをクリックすると、計算は瞬時に行なわれ、結果が表示されます。 

算内容につきましては、計算結果のレポートに計算根拠となる式も表示されていますので、こ

 

4.1.2 表示 

 

<計算・表示>ボタンをクリックし、計算された結果が引き続き表示されます。 

 

（１） 基本説明 

計算処理と結果の表示は<計算・表示>ボタンをクリックすることで行ないます。 

 

計

こでの計算説明は重複することになりますので割愛します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最大表示ボタンで、画面いっぱいに表示

 することができる

 最小表示ボタンは使えない

クローズボタン 

これは下の<閉じる>ボタンをクリック

したのと同じ動作をする 

レポートの全頁数および現在

表示されている頁番号が表

示されている。 

ただし、最初の表紙の頁番号

は 0 となっている 

結果の表示を終了し、表示画面を閉じる 
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（２） 表示頁の移動ボタン 

四つの「移動ボタン」で表示頁を移動できます。 

 

 

 

先頭頁へ移動 

1 頁（先頭方向へ）戻る 1 頁（後方向へ）進む

最終頁へ移動 
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（３） <全体表示>ボタン、<基準表示>ボタン（画面表示を変える） 

 

 

<基準表示>ボタンは、

基準サイズは、本表示の

 

 

 

 

 
表示を基準サイズにする。 

ように、表示画面の横
 

幅

に合わせた表示となる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

<全体表示>ボタンをクリ

 

 

 

 

 

 

 

 
ックすると、1 頁全体を現在

の表示エリアに表示でき
 

るサイズで表示される 
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（４） 2 頁表示（画面表示を変える） 

 

 

2 頁表示にした場合の表示画面 

2 頁表示にした場合、2 頁表示を維持するため、表示方法の

コントロールボタンは使えない 
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（5）表示画面での直接操作1（画面の拡大・縮小） 

 

1 頁表示の時、下記の操作で画面を拡大したり縮小したりすることが

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表示エリア内で、

マウスの右ボタ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ン

をダブルクリックで

縮小される 

表示エリア内で、

マウスの右ボタン

をダブルクリックで

縮小される 

表示エリア内で、

マウスの右ボタン

をダブルクリックで

縮小される

表示エリア内で、

マウスの左ボタン

をダブルクリックで

拡大される 

表示エリア内で、

マウスの左ボタン

をダブルクリックで

拡大される 

表示エリア内で、

マウスの左ボタン

をダブルクリックで

拡大される 

表示エリア 
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（6）表示画面での直接操作2（画面表示を変える） 

 

2 頁表示の時、下記の操作で画面表示を変えることができます。 

 

 

 

 表示エリア 
 

 

 

 

 

 
表示エリア内で、

マウスの右ボタ

表示エリア内で、

マウスの左ボタ
 

ンン
 

をダブルクリック をダブルクリック 
 

 

 

 

 

 

 
表示エリア内で、

マウスの右ボタ

 表示エリア内で、

マウスの左ボタ ン ン

をダブルクリック  をダブルクリック 

 

 

 

 

 

 

 表示エリア内で、

マウスの右ボタ

表示エリア内で、

マウスの左ボタ ンン

 をダブルクリック をダブルクリック 
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（7）表示画面での直接操作3（表示頁を変える） 

 

1 頁表示、2 頁表示に拘らず下記の操作で表示頁を

 

変えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表示エリア内で、

マウスの shift+
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右

クリックで次頁が

表示される 

表示エリア内で、

マウスの shift+右

クリックで次頁が

表示される 

表示エリア内で、

マウスの shift+右

クリックで次頁が

表示される

表示エリア内で、

マウスの shift+左

クリックで前頁が

表示される 

表示エリア内で、

マウスの shift+左

クリックで前頁が

表示される 

表示エリア内で、

マウスの shift+左

クリックで前頁が

表示される 

表示エリア 

0 頁（表紙）

1 頁 

2 頁 
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第５章 

メニューボタン 印刷 
 

ここでは、計算結果の印刷について説明しています。 
 

● この章の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

５.１ 印刷 
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５．１ 印刷 

 

「計算・表示」で結果の確認ができたら次は印刷です。 

で行ないます。 

 

（１） <印刷>ボタンをクリックすると、印刷の確認画面が表示されます。 

（２） 印刷を実行するのであれば<はい>ボタンをクリックしてください。 

（３） 複数部印刷するときは必要な部数だけ印刷してください。 

 

 

 

 

 

ここでは印刷について説明します。 

印刷は<印刷>ボタンをクリックすること

 

印刷は一回に一部印刷されます。 

 

 

 

 

印刷実行 印刷中止 
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第６章 

メニューボタン 新規作成 
 

ここでは、データの新規作成について説明しています。 

 

● この章の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

６.１ 新規作成 
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６．１ 新規作成 

 

ここではでデータの初期化について説明します。 

（  <新規作成>ボタンをクリックすると、まず現在のデータを保存するかどうかを聞いてきます。 

２） ここで初期化の前に現在のデータを保存する場合は、<はい>ボタンをクリックしてください。 

３） 保存しないで初期化する場合は、<いいえ>ボタンをクリックしてください。 

（４） 期化そのものを中止する場合は、<キャンセル>ボタンをクリックしてください。 

（５） 期化そのものは瞬時に終わります。初期化は全てのデータ入力枠を空欄にしたり、0 値に

 

 

 

 

 

 

１）

 

（

この場合、画面はデータ保存画面になりますが、詳細は「第８章 メニューボタン 保存」を参

照してください。 

 

（

 

初

 

 初

するのではなく、初期値を設定しますので、直前のデータ内容によってはあまり目立たない

場合もあります。ただし、工事名は空欄になります。 

 

 

現データを保存しなでデータを

初期化する 

データを初期化する前に、現データを保存する。

保存操作は「第８章 メニューボタン 保存」を参照 

データの初期化を中止する 
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第７章 

メニューボタン 開く 
 

ここでは、保存されているデータを開く操作について説明

 

● この章の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しています。 

 

７.１ 開く 
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７．１ 開く 

 

ここでは既に保存されているデータの読み込みについて説明します。 

 

（１） <開く>ボタンをクリックすると、データ読み込み用のダイアログが表示されます。 

（２） データを読み込む場合は、読み込みたいデータを選択し、<OK>ボタンをクリックしてくださ

（３） データの読み込みを中止する場合は、<キャンセル>ボタンをクリックしてください。 

（４） データ読み込みを実行すると、読みこむ際、現データに上書きされます。 

はできません。 

 

 

 

 

 

 

い。 

 

 

従って、現在のデータは失われます。一度失われたデータは元に戻すこと

データ読み込みを実行する場合は、必要であれば事前に現データを保存しておいてくださ

い。 

 

 

目的のデータを選択し、<開く>ボタンを

クリックする 

データ読み込みを

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中止する場合は

<キャンセル>ボタンをクリックする 

保存されているデータ 
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第８章 

メニューボタン 保存
 

ここでは、入力されているデータの保存について説明

 

● この章の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しています。 

 

８.１ 保存 
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８．１ 保存 

 

ここでは入力されているデータの保存について説明します。 

 

（１） <保存>ボタンをクリックすると、データ保存用のダイアログが表示され、現在のデータを保存

（２） データ保存用ダイアログが表示されると、保存する時のデータ名として「工事名」が設定され

（３） 保存するデータ名を「工事名」以外のものにする時は、保存データ名を変更してください。 

（４） 保存データ名が決まりましたら<保存>ボタンをクリックしてください。 

（５） データ保存を中止する場合は、<キャンセル>ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

することができます。 

 

ています。 

 

 

 

 

 

データの保存するときは、

<保存>ボタンをクリックする

データ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
保存を中止する場合は

<キャン

 
セル>ボタンをクリック

する 

現在のデータの工事名が、保存するデータ

の工事名となっている。 

必要に応じて、データの保存名を入力する 
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（６） 保存するデータ名と同じ名前のファイルが存在すると、その旨警告が表示されます。 

（７） ここで名称を変更するといった、何らかの理由で保存を中止するときは、<いいえ>ボタンをク

（８） そのまま保存を実行する場合は、<はい>ボタンをクリックしてください。 

換わります。一度失

 

リックしてください。 

 

ただし、保存を実行すると、元のデータは失われ、現在のデータに書き

われたデータは元に戻すことはできませんので注意してください。 

 

 

データを保存する時は<はい>ボタン

をクリックする 

データ保存を中止す

 

 

 

 

 

 
る時は<いいえ>ボタン

をクリックする 
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第９章 

サポートについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、『擁壁』のサポートについて説明しています。 

 
 

● この章の内容 
9.1 対応プログラムプラットフォーム 

9.2 無償アップデート 

9.3 有償バージョンアップ 

9.4 その他有償となるサポート 

9.5 質問・お問い合わせ 
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９．１ 対応プラットフォーム 

■ 初期出荷バージョンは 1.01 です。 

 

■ 初期出荷状態で対応プラットフォーム（OS）は Windows 95/98/98SE/200 ま

す。 

 

９．２ 無償アップデート 

■ プログラムが小さな改造等を受けた場合はアップデートと呼び、アップデート費用は基本的

に無料です。 

■ プログラムがアップデートされた時は、弊社ホームページにアップデートファイルが掲載され

ますので、それをダウンロードしてください。 

ホームページ http://www.asd.gr.jp 

■ アップデートファイルが弊社ホームページに掲載された時は、その情報をリアルタイムでお

客様に連絡する「アップデート自動連絡サービス」も用意しています（無料）。 

■ プログラムの「アップデート自動連絡サービス」を希望される場合は、お手数ですが弊社ホー

ムページの「アップデート情報」コーナーで「メール登録」を行なっておいてください。 

■ 登録する内容は、お客様のメールアドレスだけですので簡単です。 

■ また、必要がなくなればお客様自身が、いつでも自由に「アップデート自動連絡サービス」を

解除することもできます。 

 

■ 無償のアップデートバージョンでも、そ 必要

とする場合は全て有償となりますので、あらかじめご了承ください。 

■ なお、インストールメディア  

\2,000 円（手数料・送料共）+￥100 円（ 税

となります。 

 
 

 

0/Me となってい

 
 

 

 

 

 

 

 

 

のバージョンが記録されたインストールメディアを

 

（CD）の再発行交換費用は、

消費 ）=\2,100 円 
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９．３ 有償バージョンアップ 

 

■ プラットフォーム（OS）のバージョン及

 49

び仕様変更により、新たなプラットフォームへ対応した

バージョンへの移行は、プログラムの内容そのものが変更されていなくても有償となります。 

ラム自体に新たな機能等が追加されたり、ある程度以上の改造を受けた場合は、バー

ジョンアップ扱いとし有償となりますので、あらかじめご了承下さい。 

 
９．４ その他有償となるサポート 

助ディスクの再発行（\2,000 円+消費税（\100 円）=\2,100 円） 

るにはユーザー確認のため、必ずキーディス

クが必要です。 

こ ー様に付き1枚

 

■ プログ

 
 

 

■ インストール補

 

■ キーディスクの再発行 

『擁壁』にかかわらず、弊社プログラムを実行す

のキーディスクは、基本的には、1ユーザ となっていて、その1枚のキーディ

スクで、『擁壁』以外の弊社の他のプログラムもすべてチェックされるようになっています。 

った場合、『擁

壁』だけでなく、既にお持ちの弊社プログラム全てが使えないことになります。 

 

は削除したりしないため、必ず書き込み禁止

 

従って、このキーディスクを破損等、何らかの理由で使用または認識できなくな

また、お客様が誤ってこのキーディスクに何かファイルを書き込んだり、または削除しただけ

でも使用できなくなる場合もあります。 

以上のようなことから、このキーディスクは誤って書き込んだり、また

書き込みができなくするため、空けておく 

にしてご使用くださ

 

 

においてもそのキーディスクを元の

な場合は新たなキーディスクを発行することになります。 

そうすると、今度は今まで使っていたお手元の弊社プログラムが、新たなキーディスクを認識

できなくなります。その結果、全ての弊社プログラムは使えなくなるという事態になります。 

そのため、お使いの全ての弊社プログラムを新たなキーディスクに合わせたものに入れ替え

なければなりません。 

大変申し訳ありませんが、この場合もやはり有償となります。 

費用は以下のようになりますので、あらかじめご了承ください。 

 

い。 

 

 

 

キーディスクが使用できなくなった場合、残念ながら弊社

状態に戻すことはできません。 

従ってこのよう



種 類 単価 単位 適 用 

新しいキーディスクディスク 20,000 円/枚 必ず 1 枚必要（1 枚で良い） 

インストール補助ディスク 2,000 円/枚 弊社1 プログラムごとに 1 枚必要 

インストーラ 2,000 円/枚 弊社1 プログラムごとに 1 枚必要 

送料他手数料 1,000 式 一回の送付につき 

 

例： 弊社プログラムを３種類ご使用のユーザーがキーディスクの交換をする場合、 

 

 （ \20,000 + ( \2,000 + \2,000 ) × 3 ） × 1.05 + \1,000 = \34,600 円 

 

の費用が必要となります。 

 

 

 

 50



９．５ 質問・お問い合わせ 

 

■ は、E メー は お

受け付けておりません

、FAX 番号は、それぞ

E メールアドレス･････ support@asd.gr.jp 

です。 

■ 質

1） 事務署名・担当者名 

ージョン番号 

3） 使用コンピュータ・OS（Windows 95/98/98SE/2000/Me） 

4） エラー内容（可能な限り詳細に） 

5） その他、必要と判断される内容 

等をご記入ください。 

■ 上記以外にチェック対象となる入力データ

問い合わせ 

 

■ は、E メー は お

受け付けておりません

、FAX 番号は、それぞ

E メールアドレス･････ support@asd.gr.jp 

です。 

■ 質

1） 事務署名・担当者名 

ージョン番号 

3） 使用コンピュータ・OS（Windows 95/98/98SE/2000/Me） 

4） エラー内容（可能な限り詳細に） 

5） その他、必要と判断される内容 

等をご記入ください。 

■ 上記以外にチェック対象となる入力データ

プログラムについてのご質問プログラムについてのご質問 ルまたルまた FAX でFAX で 願いします（基本的に、電話によ願いします（基本的に、電話によ

る直接のご質問はる直接のご質問は ）。 ）。 

E メールアドレスE メールアドレス れ れ 

FAX ････････････････ 049-225-4755 FAX ････････････････ 049-225-4755 

ご 問の場合は必ず、 ご 問の場合は必ず、 

2） 使用プログラム名とバ2） 使用プログラム名とバ

を必要とする場合もあります。 

■ 回答は E メールまたは FAX でのご返事となります。 

 

 

弊社では、送っていただいた入力データから、 

 ●一体どういう建物なのか？ 

 ●建物形状をモデル化されているのか？ 

 ●どのような設計方針でデータを作成しているのか？ 

 ●どこにどのような荷重が掛かっているのか？ 

 ●各部材はピン、剛、バネ等を含め、どのような強度設定になっているのか？ 

 ●その他、等々 

を考えなければなりません。 

 

ご理解いただけると思いますが、データを送っていただいてもデータの正否をチェックする場合、

弊社では最初の段階で少なくとも上記のようなことが一切解らない状態にあります。 

そして、このようなことをまず「推測」するのに相当な時間と労力が費やされます。 

モデル化等がされているとなおさらで、すぐに対処できないことも多々あり、また検討し始めること

すら困難な場合があります。 

そのような場合、再度追加資料をお願いすることもありますが、その時はよろしくお願いいたしま

す。 

また大変申し訳ありませんが、ご質問をされたりチェックデータを送っていただいていても、上記

理由以外に弊社の作業工程の関係等ですぐに作業を開始できない場合があります。 

 

お送りいただいたデータのチェック等をなるべく早急に行なうようには努力していますが、ご期待

に添えかねる場合もありますことを、あらかじめご了承ください。 

 

 51



 52

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 使用説明書 

ディー 

〒350-00 久保町5-1-404 

TEL 049-229-5155  FAX 049-225-4755 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『擁壁』

2001年9月 第1版 第1刷 

版権所有 株式会社 エー・エス・

54 埼玉県川越市三


